
53

Ⅳ 

研
究
活
動
│

˗ୈ22ճ೔ຊපଶӫཆֶձ೥ֶ࣍ज़ूձɹଔڀݚۀηッγϣン

‒日時：平成31年1月11日（金）13：00～14：00

◉ձ場：パシフィコԣ඿

◉ԋ୊：学Ԃࡇにおける栄養アセスメント前後の行動変容に関するݕ౼

ʓ出ޱখय़１）　木戸詔子２）　中村智子２）　℄本美༝２ل）　ਢ֋さゆみ２）　ٶ࿬ঘ志１）

１）京都女子大学　家政学部　食物栄養学科

２）京都女子大学栄養クリニック

【໨త】

　学Ԃࡇのイベントである栄養アセスメントの参加前後で行動変容意識ステージをൺֱし、栄養アセスメントの参加と健康

のための生活習慣改善の意識レベルとの関連をݕ౼する。

【対象】

　学Ԃࡇの栄養アセスメントに参加し、得られたデータを研究目的に用いることについてจ書による承諾を得ることができ

た217名

【方法】

　アセスメント前に会場入りޱにて健康意識に関するアンケートを行い、行動変容意識ステージを೺Ѳする。࣍に、栄養ア

セスメントのうち対象者がر望する内容（体組成・内臓脂肪測定、݂ ѹ測定、簡易ශ݂ݕ査、௒Ի೾骨密度測定、Ѳ力測定、

ロコモ度テスト、栄養૬ஊ）を実施後、会場出ޱにて࠶度健康意識に関するアンケートを行い行動変容ステージの変化をݕ

౼する。

【結果】

　栄養アセスメント参加後の約９割の者に行動変容意識変化がೝめられた。アセスメント前は、年齢の低い者ほどແ関心期

が多く、年齢の高い者ほど維持期が多い܏向が見られた。アセスメント前に行動変容意識ステージが維持期の者はアセスメ

ント後に生活習慣改善の意識が高く、実行期からແ関心期の者は生活習慣改善の意識が低い܏向にあった。栄養૬ஊを受け

た者、年齢の高い者ほど行動変容意識変化が大きく、性ผや受けたアセスメント項目内容による意識変化の差はೝめられな

かった。

【࡯ߟ】

　行動変容に関する因子として、栄養૬ஊ、年齢、アセスメント前の意識レベルなどが関連していることがࣔࠦされた。

ಈ׆ڀݚ
ֶձൃදɾֶձࢽ౤ߘᶚ
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日：平成31年１月31日（木）ߦൃ‒

（p29～34）گ者の身体ঢ়ࡂにおけるԾ設住୐に฻らすඃࡂใจ：東日本大਒ڀݚ‒

ʓٱอ七1࠼）　赤ྮඦ子１）　ٶ࿬ঘ志１、２）　ീా一１、２）

１）京都女子大学大学Ӄ　家政学研究科　食物栄養学ઐ߈

２）京都女子大学　栄養クリニック

‒調査ใ2011：ࠂ年３月11日の東日本大਒ࡂから４年経過後（2015～2018）のඃࡂ者の身体ঢ়گおよび食事内容

　（p35～39）

ʓ赤ྮඦ子１）　ٱอ七ٶ　（１࠼࿬ঘ志１、２）　ീా一１、２）

１）京都女子大学大学Ӄ　家政学研究科　食物栄養学ઐ߈

２）京都女子大学　栄養クリニック

　東日本大਒ࡂのඃࡂ者に対する栄養管理ࢧ援プロジェクトの研究成果を京都女子大学　食物学会ࢽ　第73号（2018年）

に研究報จ１報、調査報告１報にまとめて౤ߘし、ࡌܝされた。
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◉日時：平成30年９月３日（月）～５日（水）

◉ձ場：ग࡝メッセ　新ׁコンベンシϣンセンター

◉ԋ୊：骨密度低஋高齢者における食事内容の特徴

ʓ℄本美༝１ل）　木戸詔子１）　中村智子１）　ਢ֋さゆみ1）　山ޱ友وֆ１、４）　ా中ਗ਼１、３）　ٶ࿬ঘ志１）

１）京都女子大学栄養クリニック　　２）京都女子大学　家政学部　食物栄養学科

３）ਆ戸学Ӄ大学　栄養学部　栄養学科　　４）学校法人　大和学Ԃ　京都栄養医療ઐ໳学校

【໨త】

　当クリニックでは、骨粗鬆症予防の啓発と高齢者の健康寿命の延伸を図るため、京都市内の老人福祉センターにおいて骨

密度測定会を実施している。本研究では、骨密度が低い高齢者における食事内容の特徴を明らかにするために調査を行った。

【方法】

　骨密度測定会参加者347名（男性42名、女性305名、平均年齢73.4±6.1歳）を対象とし、アンケート調査と各種測定を行っ

た。アンケートは食多様性の調査法であるF%4K�11とカルシウム自ݾチェック表に運動量等についての質問を加えたߏ成

とした。測定は身長、体組成、Ѳ力、骨密度（QU4法）について行った。％YAMのカットオフ஋は骨粗鬆症の予防と࣏療

Ψイドライン2015年൛の記ࡌを参考に70％とした。

【結果】

　全体の64％がYAM70％ະ満であり、骨密度の低下がみられた。男女ผにみると、男性の38％、女性の68％がYAM70%

ະ満であった。ここからは対象者の多い女性においてYAM70％ະ満܈、YAM70%以上܈の2܈間でൺֱした。意識した運

動のස度、日常生活で体を動かすස度、意識した運動の時間、ਪ定カルシウム摂取量や食の多様性のൺֱにおいては、྆܈

間で有意差は見られなかった。一方で１日当たりの主菜摂取量については、YAM70％ະ満܈がYAM70%以上܈にൺして有

意に少ないという結果が得られた。

【࡯ߟ】

　YAM70％ະ満܈では、運動やカルシウム摂取、多品目の食品摂取を実践できているものの、主菜は必要量摂取できてい

ないՄ能性がࣔࠦされた。主菜はたんぱく質のݯڅڙとして重要であり、े分な摂取が望まれることからも「バランスのと

れた食事」を中心とした૯合的な情報提ڙが望まれると考えられた。
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◉日時：平成30年９月３日（月）～５日（水）

◉ձ場：ग࡝メッセ　新ׁコンベンシϣンセンター

◉ԋ୊：親子料理教室での「だし」を中心とした味֮体験学習の実践例

ʓ木戸詔子１）　中村智子１）　ਢ֋さゆみ１）　ٶ࿬ঘ志１、２）

１）京都女子大学栄養クリニック　　２）京都女子大学　家政学部　食物栄養学科

【໨త】

　近年、日本人に味֮障害が多いことがݒ念されている。味֮の発ୡは༮少期の食体験が重要とされている。そこで、親子

料理教室に参加した子どもを対象として、和食の基本である「だし」を中心に、味֮に関する体験学習を通し、子どもたち

の味֮の実ଶについて調査した。

【方法】

　当栄養クリニック主催の親子料理教室に参加した４歳から12歳の16名を対象とし、「だしに関する知識」および「؁味、

塩味、ࢎ味、ۤ 味」の࢛ݪ味に関するアンケートや「だしの試ҿ」による感想を記述回答してもらい、男女ผ（６名、10名）、

年齢ผ（４歳～８歳４名、９歳～12歳12名）に分ੳした。

【結果】

　今回の結果から「だしの知識」、「味の࢛ݪ味」や「だしの試ҿ」に関して、年齢や性ผによる味֮の差はほとんどなく、

家庭ڥ؀による૬違が大きいと思われた。今回の対象者は料理に興味をもっている対象者だったこともあり、「ࠛ布だし」

への食塩ఴ加によるࠛ布のࢫ味の強化作用が全体の75%にೝめられた。「ࠛ布だし」と「׍」との૬৐効果については、全

員がೝ識でき、ࢫ味の強さを９歳ະ満（４名）では２ഒ（２名）～４ഒ（２名）と回答したが、９歳以上（12名）では、

２～８ഒと解答し、６ഒが50％を占め、年齢差があった。また、「؁味」と「塩味」を連想する食品૯数が全体でそれͧれ

11఺であったのに対し、「ࢎ味」と「ۤ味」ではそれͧれ７఺と少なく、後者の味֮体験の少ないことなどがࣔࠦされた。

【࡯ߟ】

　今回の結果から、子どもたちの味֮は家庭ڥ؀のӨڹが大きいことがࣔࠦされたので、今後、味֮と家庭の食生活や子ど

もの調理へのかかわりについて調査していきたい。味֮は、日常生活の中で܁りฦす体験からܗ成されるが、家庭での味֮

体験が๡しいことから、今後、よりద切な方法で体験学習をਪ進したい。
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